
あ
の
北
斎
が
八
代
へ

こ
の
春
、
葛
飾
北
斎
の
絵
画
百
二
十
点
余
が
、
八
代

市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
や
っ
て
き
ま

す
。
葛
飾
北
斎
（
一
七
六
〇―

一
八
四
九
）
は
、
日
本
美

術
を
代
表
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
印
象
派
の

画
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

大
芸
術
家
で
す
。
そ
の
斬
新
な
着
想
と
造
形
は
、
時
代
や

国
境
を
超
え
、
現
代
の
我
々
に
も
新
鮮
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

北
斎
の
代
表
作

　

北
斎
と
い
え
ば
「
冨
嶽
三
十
六
景
」。
富
士

と
大
浪
に
よ
る
静
動
の
対
比
が
目
を
引
く
「
神

奈
川
沖
浪
裏
」
は
、
北
斎
の
名
を
世
に
知
ら
し

め
た
代
表
作
で
す
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
発
表

し
た
時
、
北
斎
は
七
〇
歳
代
前
半
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
北
斎
の
幅
広
い
作
家
活
動
の
一

部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
北
斎
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
好
奇
の
目
を
持
ち
、
常
に
新
し
い
視
点
を
持

ち
続
け
た
画
家
だ
っ
た
の
で
す
。

作
品
で
綴
る
北
斎
の
生
涯

　

本
展
覧
会
で
は
、
北
斎
の
デ
ビ
ュ
ー
作
か
ら

最
後
の
作
品
と
さ
れ
る
「
地
方
測
量
之
図
」
ま

で
年
代
順
に
並
べ
、
画
風
の
変
遷
を
た
ど
り
ま

す
。
代
表
作
で
あ
る「
冨
嶽
三
十
六
景
」や「
北

斎
漫
画
」
は
も
ち
ろ
ん
、
北
斎
の
全
生
涯
を
作

品
の
展
開
を
通
し
て
た
ど
る
、
な
ん
と
も
贅
沢

な
内
容
で
す
。
探
究
心
溢
れ
る
北
斎
芸
術
の
世

界
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
展
覧
会
の
ご
案
内
】

■
観
覧
料
《
中
学
生
以
下
無
料
》

　

一　

般　

五
百
円
（
四
百
円
）

　

高
大
生　

三
百
円
（
二
百
四
十
円
）

　

※
（　

）
内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金　

　

※
五
月
五
日
《
こ
ど
も
の
日
》
は
無
料
開
館

■
開
館
時
間	

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）　

■
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日(

祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日)

■
共
催　

八
代
市
立
博
物
館
友
の
会

■
問
合
せ　

　

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

☎
三
三―

五
五
五
五　

FAX
三
三―

九
二
〇
〇

　

※
展
覧
会
は
、
公
式
HP
で
も
紹
介
中
で
す
。

平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
㈮
～
五
月
二
十
日
㈰

八代市立博物館未来の森ミュージアム	2007 春季特別展覧会

北斎が八代へやってくる

百物語　お岩さん

か
げ
き
よ　

市
川
ゑ
び
蔵

肉
筆
画　

大
黒
二
股
大
根
図

【講座・講演会の御案内】
■博物館講座　
★第１回「浮世絵の魅力」
　４月２２日㈰	午後２時より　
★第２回「浮世絵の歴史」
　４月２９日㈰	午後２時より　
　講師・石田泰弘
　（八代市立博物館未来の森ミュージアム館長）
■特別講演会
「葛飾北斎の生涯と作品」　
５月２０日㈰	午後２時より　
講師・永田生慈氏（葛飾北斎美術館長）
※会場はいずれも博物館講義室にて（聴講無料）

冨
嶽
三
十
六
景　

凱
風
快
晴

冨
嶽
三
十
六
景　

神
奈
川
沖
浪
裏
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